
次期千葉県県民活動推進計画の骨子案について 

令和７年７月２２日 

環境生活部県民生活課 

 

１ 次期計画策定の考え方                               

（１）策定の趣旨             

現計画を継承しつつ、これまでの取組の成果や課題等、県民活動を取り巻く状況を踏まえて次期計画を策定する。 

【県民活動を取り巻く状況】 

・ 世代や性別によるボランティア活動への参加意欲の偏り 

・ 市民活動団体の活動基盤の脆弱さ（人材や資金不足など）    

・ 地域課題の解決をはじめ、地域資源の開拓や地域への愛着に基づく活動など、連携・協働に係る取組の深化 

（２）取組の方向性 

① 誰もが気軽にボランティア活動等の社会貢献活動に参加できるよう、その人のライフステージに応じた参加  

方法・機会を提供し、活動を定着させる。 

② 市民活動団体が安定的、継続的に活動していくことが出来るよう運営基盤の強化の支援を推進する。 

③ 多様な主体による連携・協働の促進に加え、新たな価値を創出する取組である「共創」を推進する。 

（３）計画期間 

    令和８年度から１２年度までの５年間   

２ 計画の骨子（案）                               

「千葉県総合計画」を踏まえ、県民活動の推進のため県として取り組むべき方向性を定めるもの  

（参考）新総合計画（素案）における基本理念 

～千葉の未来を共に創る～ 県民を守り、支え、そして飛躍する千葉の実現 

【目指す千葉県の姿】 

 

 

 

【施策の方向性】 【行動計画】 

（１）県民活動への理解や参加の促進・定着 

①県民活動の普及啓発の推進 

②ライフステージに応じた県民活動の体験機会の提供と定着の促進 

③様々な県民活動で活躍する人材づくり 

（２）市民活動団体等の基盤強化等の支援 

①市民活動団体等の組織運営力等の向上支援 

②中間支援組織との機能強化支援 

③民が民を支える仕組みの普及・支援 

（３）多様な主体による連携・協働・共創の促進 
①地域コミュニティづくりと、様々な主体の連携・協働・共創の促進 

②市民活動団体等と県・市町村との協働の推進 

３ 計画の策定にあたって                            

「千葉県総合計画」等との整合性を図りながら、「千葉県県民活動推進懇談会」や大学生から意見聴取を行うほか、

庁内や市町村とも連携し策定する。 

４ スケジュール                               

・７月      骨子案の検討・作成（第１回千葉県県民活動推進懇談会） 

・８月～１０月  計画素案の検討・作成（第２回千葉県県民活動推進懇談会・大学生からの意見聴取） 

・１１月～１月  計画案の検討・作成（第３回千葉県県民活動推進懇談会） 

・１月～３月   パブリックコメント、計画最終案の調整（第４回千葉県県民活動推進懇談会） 

・３月末         新計画策定 
 

誰もがライフステージに応じて県民活動に参加し、地域のみんなの力で未来を共に創る千葉県 
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